介護保険の福祉用具購入費支給について
要介護・要支援認定を受けた方が指定の業者で特定福祉用具を購入した際、購入費（同一年度で１０万円を上限）の９割、または７～８割を支給する制度です。

☆対象となる福祉用具の種目
■腰掛便座（和式変換便座・補高便座・移動可能便器など）
■自動排泄処理装置の交換可能部品
■排泄予測支援機器
■入浴補助用具（入浴用いす・浴槽用手すり・入浴台・浴室内すのこ・介助ベルトなど）

■簡易浴槽

■移動用リフトのつり具部分
《福祉用具購入の手順》

①相談・検討

本人にとって必要な福祉用具の検討を行います。居宅サービス利用中の方は担当の介護支援専門員（ケアマネジャー）と相談し、福祉用具専門相談員がいる指定の業者で「福祉用具サービス計画書」を作成、居宅サービス計画（ケアプラン）に福祉用具販売の記載をして購入します。指定されていない業者で購入の場合は、支給対象となりません。
②購入
福祉用具販売の指定業者で福祉用具を購入し、代金を支払います。
③申請
市に申請書を提出します。
（提出書類）
・福祉用具購入費支給申請書
・領収書（原本）※確認してお返しします。
・「福祉用具サービス計画書」（本人同意のあるもの）の写し
・福祉用具のパンフレット（カタログ）の写し

・【ケアプランのある方】ケアプラン（本人同意のあるもの）の写し
・【ケアプランのない方】福祉用具購入に係る理由書（指定業者の福祉用具専門相談員記載）
・（個人番号利用事務のため）本人と提出代行者の本人確認書類（原本提示）
　（本人の本人確認書類の代わりに「福祉用具購入費支給申請に関する手続きの一切」を委任する旨を記載した委任状でも可）

④支給
市から購入費（同一年度で１０万円を上限）の９割、または７～８割が支給されます。
☆本人の状態をよく考慮し、「入浴補助用具を購入したが、デイで入浴することになり、自宅では全く入浴しない」といったことがないよう必要性については十分検討してください。
☆福祉用具購入費の支給を受けた福祉用具と同一種目の福祉用具を再購入予定で、福祉用具購入費の支給を受けたい場合、対象となるかどうか、必ず市に事前確認をしてください。
《お問い合わせ》伊予市　長寿介護課　介護保険担当　（電話　９８２－１１１７）
